





























や俳句を音読したり暗唱したりする などして 言葉の響き やリズムに親しむこと。」とある。ま



































A B C D E 
①17音季語 。 。 。 。 。
①音数の数え方 。 。
③モデルの提示から 。 。 。 。 。
④題材を集める 0 短い文章 O 連想メモ 0:見る・言葉
①取り合わせ 。 。
⑤季認の例示 春-夏・秋・冬 新年・春・夏・秋・冬 冬-春
⑦表現技法 0 参考作品 。
③友だちと読み合う 。 。 。










「すず虫も 草にかくれて( ) J (D) 




① Aでは，近代以前の句も含めた有名な作品をあげながら， I言葉を選ぶJ. 1-言葉の順序を工




































































日 時:①平成28年1月10日(木)~ll 月 16 日 (水 ) 取材ノートに自由に記述する
②平成28年1月17日(木)1l:45-12:30 俳句をつくる










































いる。冬に近づく 。J，1外に出ると手がキンキンと して，冬だなあと思った。」のよ うに，気温や
j武の冷たさの表現も児童によ って， その時々の感じによって様々である。 寒さは， 兎を通しでも
表-2 学習者が季節を感じた題材
季節延べ人数 内容(人数)
秋だと思った 51 落ち葉(16)/務ち葉ー と 人 (3)/紅葉(木・山) (15) 
キノコ・ 木の実 (10)/学校環境 (5)/家庭環境 (2) 
秋も終わり だ 7 雪 (3)/落ち葉 (2)/風 (1)/服装(1 ) 
冬が近づいた 25 落ち葉・枯れ葉(7)/服装 (6)/風邪 (4)/雪 (3)/日暮れ (3) 
l暖房・気分 (各 1) 
冬だと感じた 88 雪 (20)/服装(10)/白い息 (8)/食べ物 (7)/霜 ・霜柱・氷 (6) 
日暮れ ・夜明け (6)/風・気温 (6)/星 ・月・空 (6)/窓のくもり
(車 ・家) (5) /暖房 (5)/学校環境 (4)/家庭環境 (3)/落ち葉 ・






















































「ううんjと首を横にふった。そして， rもっとつくっていい ?Jと開いたので， rはい，つくっ
てくださいjと返事をした。すると，取材ノートの rElが暮れるのが早くなったlの後に， r短
くなるよ遊ぶ時間jと書いたところで，指を折って数えていた。しばらく同じ状態が続いたの
で，傍に行って見て， 1-本当にそうね」と同意したが， r 5・7・5にならないjと言うので，
プリントを指さしながら， r B暮れが早いということを昔の人は俳句で， r暮早しJと言ったの
ね。「暮1lしjは冬の季語だから，これを使ってみてjというと，
暮早し短くなるよ遊ぶ時間
と書いた。 A児は，この日 3枚の短冊を提出した。 2回目の授業では推蔽や交流活動を行い，
自分でよいと思う句を選んで 1匂を提出させた。 A児は最後の句を提出した。














































































































































l いちょうの葉ひらりと落ちてじゅうたんだ 2 寒し寸支家族のぬくもり温める







































































( 1 ) 大内善一 (2015)r国語教師・青木幹勇の形成過程j渓水社 p.204 




(4 )野内良三 (2008)r偶然を生きる思想j日本放送出版協会 p.93 
( 5 )山本{住吉 (1971)r俳句の世界j講談社 p. 19 
( 6 )渡辺春美 (2016)r古典教育の創造一授業の活性化を求めて-j渓水社 pp.206-207 
この研究は，科学研究費(課題番号15K04396)の助成を受けたものである。
-160-
